
後援： 一般社団法人日本古琴振興会 
      東京聴風琴社      
      

主催： 

時間： 2017年9月23日（日曜）  

    10：30‐‐12：30（開場10：00） 

場所： 東京国立博物館・応挙館（茶室）  

    （東京都台東区上野講演13-9） 

チケット: 4000円（出版物のCD一枚をもれなく差し上げます。） 

プロの琴師による 
フェイスツーフェイス演奏会 
楽器を自由に触れ、体験演奏もできる 
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全日本華人音楽家協会 



東京国立博物館の「西門」からお入りください。別途博物館
入場券は不要。＊駐車場はございません。 
車によるご参加はご遠慮ください。 

武井欲生（タケイユウキ） 

中国名：高 欲生（コウヨクセイ） 
東京「聴風琴社」を主宰 
古琴生風流家元 
一般社団法人日本古琴振興会 
         代表理事 
国際中国音楽家連合会古琴学会副会長 
 

北京中央音楽学院を経て、 
 
1986年 広東省星海音楽学院を古琴演奏専攻卒業 
     中国古琴演奏コンクールで銅賞を受賞 
1989年 来日 
2010年 東京国立博物館特別展「誕生！ 
      中国文明」のテーマ曲の収録・記念公演 
2011年 中国成都国際無形文化遺産祭で日本代表 
2013年 東京「宇津保物語」古琴と画絵展主催 
2014年 早稲田大学「アジア伝統弦楽器展」記念演奏会 
2015年 水戸祇園寺、東京大田区アプリコ「東皐心越 
     禅師没後320年記念古琴演奏会」 
     放送大学「源氏物語と琴」公開授業・生演奏 
2016年 NHKラジオ「ちきゅう人バンザイ」生出演 

琴（キン） 
（七弦琴・古琴）とは、約3000年の歴史があり、
世界でもっとも古い弦楽器の１つです。 
現在世界無形文化遺産として指定されています。 
中国から日本に伝来し平安及び江戸時代に、貴族
や文人の間で流行しました。荻生徂徠や、浦上玉
堂などの文人に愛されていました。「玉堂琴譜」
などの琴譜も残っています。「源氏物語」や「宇
津保物語」に屡々登場していました。あの光源氏
は琴（キン）が一番好きとの説もありました。 
箏と間違われることが多いが、全く異なる楽器で
あることは、一度聞いて頂くとお分かりいただけ
ます。 

郭 敏（グオーミン） 

 
全日本華人音楽家協会会長 
日本打弦楽器協会理事 
国際ツインバロム協会会員 
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揚琴独奏 
古琴独奏 
揚琴・古琴合奏 

11：30 
 
12：30 

～ 

揚琴体験 
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主催： 
                
 
後援：       
    

一般社団法人日本古琴振興会  
担当： 三浦 
URL： http://guqin.jp/ 

TEL:03-6417-3434    FAX:03-6417-3430 

メール： info@guqin.jp 

チケット購入・お問合せ 

完全予約制 

東京都台東区上野公園 応挙館 
JR上野駅公園口、 

また鶯谷駅南口から徒歩15分 

全日本華人音楽家協会 
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元広東民族楽団のソリスト。 
『全国民族楽器ソロコンサ－ト』で優勝、『羊城音
楽コンク－ル』ほか数々のコンク－ルで入賞。 
中国を訪問された英国エリザベス女王、米国ブッ
シュ大統領など世界各国首脳の前で演奏を披露
し好評を得る。  
１９８７年来日。８９年より東京芸術大学音楽部で
民族音楽学を学ぶ。 
『ＰＡＣＩＦＩＣ  ＭＵＳＩＣ  ＦＥＳＴＩＶＡＬ』『ＩＳＳＥＹ ＭＩ
ＹＡＫＥ パリコレクション』 
『平安京１２００年記念式典』（天皇陛下ご臨席） 
『揚琴の伝統と現代1999年』新星日本交響楽団
主催（旧東京音楽学校奏楽堂） 
『響・サントリーホール19周年記念ガラ・コンサー
ト』『月韻』アルバム発売(2007.1) 
『2007年新春コンサート』（廣東民族樂団主催）
(廣州星海音楽ホール) 
『縁聚情濃2009年コンサート』(香港文化センター
ホール) 
『ルーツは響きあり(2012年郭敏揚琴コンサート)』
(ヤマハホール) 
『心の響き』アルバム発売(2014.3) 
『郭敏揚琴コンサート』(東京文化会館)(神奈川県
立音楽堂) 
『悠久の大地・出逢い(廣東音楽―モンゴル音楽
コンサート)』(世田谷美術館講堂) ＮＨＫ「花の舞
台」「名曲アルバム」「スタジオパ－ク」などのテレ
ビ出演。 
 
その他、ＣＤ、映画音楽（『チャイナ・シャド－』『金
田一少年事件簿』など）、ＣＭ音楽（花王、ライオ
ン、ＪＲ東日本など）等、幅広く活躍している。 
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